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氏  名  
N a m e  

梅田寿美代 

論文題名 

Title 

Validation of the Japanese version of the Social Functioning in Dementia scale 

and COVID-19 pandemic’s impact on social function in mild cognitive impairment 

and mild dementia 

(日本語版Social Functioning In Dementiaの信頼性妥当性検証とそれを用いた軽度認知

障害および軽度認知症者におけるCOVID-19流行の社会機能への影響の評価) 
論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

日本語版認知症社会機能評価尺度（SF-DEM-J）の作成および信頼性妥当性を検証し、COVID-19流行が軽度認知症

（MCI）および軽度認知症患者の社会機能に及ぼす影響を調査した。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

2020年6月～2021年3月に大阪大学医学部附属病院および第二大阪警察病院精神神経科外来を受診したMCIおよび軽

度認知症患者とその介護者103組を対象に調査を実施した。 

SF-DEM-Jの評価者間および検査再検査信頼性は高かった。内容的妥当性や収束的妥当性は介護者評価版SF-DEM-Jで

は確認されたが、患者評価版では確認できなかった。介護者評価版SF-DEM-Jは、無為、易刺激性、孤独感、認知機

能と関連していた。介護者評価版SF-DEM-Jの総合計と「他者とのコミュニケーション」の得点は半年間で有意に改

善した。 

〔総 括(Conclusion)〕 

SF-DEM-Jは、MCIおよび軽度認知症における社会機能評価尺度として容認できるものである。結果は認知症患者の

社会機能、特に他者とのコミュニケーションがCOVID-19の流行期間中に改善したことを示し、COVID-19流行下の制

限の多い生活に適応した結果と考えられた。 

 

 

 




